
第１回  理  事  会  報  告 
開催期日：令和５年７月１日 中小企業振興ｾﾝﾀｰ 

発行期日：令和５年７月１１日   ［事務局長：釜瀬］ 

進行（鬼頭副会長） 

１ 開会のことば（佐藤副会長） 

 

２ 会長挨拶（松尾会長） 

   ＰＴＡには、いろいろな声があがっている。必要性が

り、求められることがＰＴＡには多い。今から先を見据

えて、ブロック・市区郡・単Ｐに役立つ組織になるよう

心掛けていく。昨年度は、日Ｐの理事。今年度の総会で

日Ｐの副会長になった。日Ｐの必要性が言われている。

組織としての必要性が求められる。 

 

４ 報告事項 

（１）日Ｐ・九Ｐ・県Ｐ・各委員会 活動 

   レジュメ記載のとおり 

（２）委嘱関係 

   レジュメ記載のとおり 

（３）年間行事予定について 

   主要行事予定表のとおり 

（４）各ブロックＰＴＡ研修会について（進行） 

   ブロック研修会については、理事会での承認が必要な

ため、8 月か 10 月の理事会で審議できるように事前に計

画書、予算書を提出していただきたい。 

（５）制度運営費及び保険推進活動費の支出要項（進行）  

   特になし 

（６）“新”家庭教育宣言説明動画配信について（大藪副会

長。昨年度の家庭教育委員会委員長） 

   今年は、アンケートはやらない。“新”家庭教育宣言

の取組は、１万から３万円を助成する。子どもたちのた

めになるような活動をサポートする。県Ｐのホームぺー

ジに動画を掲載しているので、大方の事業活動が掴め

る。皆さんから事業の周知をお願いしたい。 

（７）ホームページ管理運営委員会構成員について（進行） 

   特になし 

（８）ホームページの閲覧方法について（進行） 

   特になし 

（９）委嘱役割分担について（進行）  

   25 番・福岡“子ども読書”関連団体連絡協議会 会計

監査は、委嘱を受けるに変更する。 

（10）ＰＴＡ学校給食教室について（進行）  

   ３ブロック。記載のないブロックは、昨年度実施して

いる。各ブロックで２年に一度開催する。 

（11) 日Ｐ・九Ｐ被表彰候補について（進行）  

   表彰規程に基づいて、該当者を挙げている。 

（12）後援依頼について（進行） 

   （会長）どこを後援するか、しないかの判断は、基本

的に福岡県教育委員会の後援を受けて、過去にやった

ところで判断している。事務局で処理できるようにし

て、県Ｐの後援を乱発しない。 

（13）九Ｐ佐賀大会について（進行）  

   行橋市立泉小学校ＰＴＡ会長（県Ｐ連理事）が発表

者。 

   （会長）例年どおりの討議の話に、行政とのからみを

打ち出させている。北九州市も第４分科会で、同じ内

容で発表する。 

（14）その他 

   特になし 

 

４ 審議事項 

（１）本日の委員総会について（進行） 

   ・役割確認。進行：星野副会長、開会：平嶋副会長、 

   閉会：大藪副会長                    

 ・６質疑応答の前に、母親代表者会の存在理由を入れる。 

   「女性限定の委員会はどうなのか」のジェンダー平等の

ところでのご指摘。福岡Ｐ連は、なぜ母親代表者会を設

置しているのかについて。 

  （理由）過去のことを考えると県Ｐ連にあがってくるの

は、単Ｐ会長が多い。おのずと、単Ｐの会長は男性が多

い。子ども目線の子育ては、父親だけでなく、母親目線

の意見を取り入れて、活動を進めていくべきであろうと

いう意義を考えて母親代表者会が設置されている。色々

なご指摘を受けるなかで、改善していくところは議論を

重ねて、今年度も母親代表者会の設置を進めていきた

い。総会要項規程１２ページに母親代表者会規程に基づ

いて設置している。委員総会のなかで説明していきた

い。 

【承認】 

（２）第３回まなびのひろばの日程及び講師について（鬼頭副

会長） 

  ・日程：令和６年２月２３日（金。祝日） 

  ・会場:パピヨン２４ガスホール 

  ・質問：収容者数について（回答:最大５００名。昨年度

は、１,０００名） 

                       【承認】 

  〇会長提案（講師について） 

   ・講師については、委員まで広げてアンケートをとり、皆さ

んの意見を集約して決定したい。 

                       【承認】 

（３）日Ｐの協議会懇談会構成員について 

                       【承認】 

（４）その他 

   特になし 

 

５ 連絡事項   

・履歴書の提出について（事務局長）  

 所定の履歴書用紙に記載されている内容が載っているな

ら、別様式をメールで送付してもらっても可とする。 

・委員会としていろいろなことをやるときは、必ず理事会の

承認が必要になる。委員会として何か決定する際は、ぎ

りぎりだと行えない状況になりかねないため、早め早め

に理事会に出してもらった方がやりやすい。（会長） 

 

６ 講  評 

  ・会員の皆さんに学んでいける事をこの理事会で決定して、

行っていければよい。会長が日Ｐの役員もしてあるので、

大きな金額を動かしていく「まなびのひろば」に日Ｐの情

報をいただいたり、講師選定にも繋げてもらえたらと思い

ます。沢山の方と学びあえるように今年１年よろしくお願

いします。 

・理事の方々は、県Ｐ運営の非常に重要なポジションにな

る。委員を回していくようになる。可能な限り県Ｐに来て

見学し、良い活動をしているか見張りながら、何か一つ自

分の意見をもつことが必要。分からないこと、できないこ

と、困ったことが、自分たちの単Ｐにあるので、理事会で

解決できるような運営をしてほしい。ここで学んだことを

単Ｐに持ち帰ってほしい。 

 

７ 次  回   

日時 ： 令和５年 8月７日（月）15：30～18：00 

    会場 ： 福岡県吉塚合同庁舎（5階 503会議室婦人会会議                                                                                                              

室） 

 

８ 閉会のことば（木下理事） 

 


